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田んぼを見てみると、季節に応じてたくさんの風景があります。
例えば、田植えが終わって苗がきれいに並んだ風景。
例えば、稲穂が実って、黄金色に輝く風景。
例えば、収穫が終わった後の、はざかけの風景。

お米が作られる地域では、これは当たり前の風景かもしれません。
しかし、その風景は、日本のかけがえのない文化であり、宝ではない

かと私は思います。
そして、こうした風景は、農家さんたちによって、守られてきたもの

だとも思います。

農村だけでなく、漁村でも、その地域の文化や伝統が豊かに残り、素
晴らしい風景が広がっています。
しかしながら、農村や漁村では、高齢化が進み、農業や漁業を受け継ぐ
人たちが減ってきています。
つまり、農村や漁村で今残っている風景を、これから先もずっと守っ

ていく人が減っているということです。

それって、とてもさみしいことだと思いませんか？

私はさみしいと思います。
今、日本にある素敵な風景、素敵な文化を、私たちの未来に、私たち

の子供たちにも教えてあげたいからです。

今の社会では、農林水産業は、どこか遠い存在になっている人が多い
かもしれませんかもしれません。
しかし、今考えなければ、今ある文化をどうやって未来につなげてい

けるでしょうか。
今だから、農林水産業のことを自分ごととしてとらえ、知ろうとする

ことを始めてみませんか。

1人ではできないかもしれませんが、みんなが少しずつ知ろうとすれ
ば、未来へときっとつながっていくでしょう。
私たちの未来に 私たちの子供たちに 私たちが今知っている 豊か私たちの未来に、私たちの子供たちに、私たちが今知っている、豊か

な風景を受け継いでいくために、私たちができる事を考えてみませんか。


